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◆ 著 書 

1)  菓子井達彦．肺癌診療 Q&A 一つ上を行く診療の実践．第 2 版．弦間昭彦編．東京：中外医学社；2013．治療各論：

薬物療法；p. 218-20． 
2)  田辺公一編著，菓子井達彦監修．チーム医療でリーダーシップを目指す 薬剤師のためのがん化学療法カルテの読み

方トレーニング．大阪：メディカ出版；2013．127 p． 

 
◆ 原 著 

1)  Tanabe K, Ohkubo J, Ikezaki T, Kitayama S, Tsuneda Y, Nitta A, Imamura L, To H, Shimada M, Murakami N, Kitazawa H. 
Effect of sodium bisulphate on the stability of octreotide acetate: compatibility study with dexamethasone injection. Palliat 
Care Res. 2013 Jul;8(2):177-83. 

2)  大久保純，池崎友明，田辺公一，山谷香織，田中真衣，竹内都子，北澤英徳．リピトール TM 錠からアトルバスタチ

ン錠「EE」に切り替えた際の臨床検査値を指標とした治療学的同等性並びに医療経済的検討．ジェネリック研究．

2013；7(2)：116-23． 

 
◆ 症例報告 

1)  Tanabe K, Ikezaki T, Takano A, Suzuki T, Kitazawa H, Terasaki T, Tanaka M, Takeuchi M, Yamatani K, Ohkubo J, Handa A, 
Nitta A, Kashii T, Murakami N. A case report of organophosphorus pesticide poisoning resulted in delayed severe lower 
intestinal hemorrhage. Sci Postprint. 2013 Dec; 1(1): e00011. 

 
◆ 総 説 

1)  田辺公一．視野を広げる特集：催吐性リスク別の制吐薬費もわかる レジメン別！がん化学療法にかかるお金．プロ

フェッショナルがんナーシング．2013；3(6)：679-704． 

 
◆ 学会報告 

1)  Kashii T, Miwa T, Kajiura S, Kinoshita I, Oizumi S, Nakagawa K, Nagase S, Akashi Y, Takada M, Iwamoto Y, Tsuboi M. 
Research Network for Chemotherapy of Lung Cancer (RNCLC). Multicenter Trial for Assessing Tolerability of Combination 
Therapy with Cisplatin, Irinotecan, and PSK in Extensive-Stage Small-Cell Lung Cancer: RNCLC-01 Study. 2013 American 
Society of Clinical Oncology 49th Annual Meeting; 2013 May 30-Jun 3; Chicago. 

2)  Kashii T, Miwa T, Kajiura S, Kinoshita I, Oizumi S, Nakagawa K, Nagase S, Akashi Y, Iwamoto Y, Tsuboi M. Research 
Network for Chemotherapy of Lung Cancer (RNCLC). Multicenter trial for assessing tolerability of combination therapy with 
cisplatin, irinotecan, and Polysaccharide-K in extensive-stage small-cell lung cancer: RNCLC-01 study. The 17th European 
Cancer Congress 2013; 2013 Sep 28-Oct 1; Amsterdom. 

3)  Suzuki K, Inomata M, Tokui K, Hayashi R, Miwa T, Kashii T, Tobe K. Usefulness of creatinine/cystatin C ratio as a predictive 
marker for adverse effects of chemotherapy. 15th World Conference on Lung Cancer; 2013 Oct 27-30; Sydney. 

4)  Sawa T, Eguchi K, Semba H, Iwamoto Y, Yamamoto H, Kashii T, Seto T, Nakamura S, Nakanishi Y. Clinicians as Advocates: 
Raising Public Awareness of Lung Cancer - The West Japan Oncology Group Experience. 15th World Conference on Lung 
Cancer; 2013 Oct 27-30; Sydney. 

5)  猪又峰彦，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，松井祥子，菓子井達彦．当院における既治療非小細胞肺癌に対する S-1 単剤治療の有効性と忍容性の検

討．第 67 回日本肺癌学会北陸支部会；2013 Feb 9；金沢． 
6)  津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，松井祥子，菓子井達彦．当院における invasive mucinous adenocarcinoma の検討．第 67 回日本肺癌学会北
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陸支部会；2013 Feb 9；金沢． 
7)  徳井宏太郎，津田岳志，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，松井祥子，菓子井達彦．当院における悪性胸膜中皮腫 二次治療の検討．第 67 回日本肺癌学会北陸支部

会；2013 Feb 9；金沢． 
8)  鈴木健介，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，松井祥子，菓子井達彦．当院における高齢者非小細胞肺癌 二次治療以降の検討．第 67 回日本肺癌学会

北陸支部会；2013 Feb 9；金沢． 
9)  猪又峰彦，岡澤成祐，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，菓子井達彦，松井祥子．非小細胞肺癌における肝転移巣に対する薬物治療の腫瘍縮小効果の検討．第 70
回呼吸器合同北陸地方会；2013 Jun 2；新潟． 

10)  澤田幸一郎，村上 望，石黒 要，高島留美，雨宮陽子，藤川泰永，原 裕美，柴田和彦，田辺公一，菓子井達彦，

森田達也．在宅緩和ケア地域連携パスの評価．第 18 回日本緩和医療学会学術大会；2013 Jun 21-22；横浜． 
11)  笹尾佐喜美，殿村美知子，宮井純子，松井克枝，山野英美子，原田ひとみ，田辺公一，菓子井達彦，澤田幸一郎，

村上 望，森田達也．一般訪問看護ステーションの在宅緩和ケアにおける在宅看取り率に関する検討．第 18 回日本

緩和医療学会学術大会；2013 Jun 21-22；横浜． 
12)  藤川泰永，田辺公一，石黒 要，高島留美，雨宮陽子，菓子井達彦，森田達也，村上 望．在宅緩和ケアチーム訪

問の有用性検証を目的としたインタビュー調査．第 18 回日本緩和医療学会学術大会；2013 Jun 21-22；横浜． 
13)  村上 望，澤田幸一郎，石黒 要，高島留美，雨宮陽子，藤川泰永，田辺公一，菓子井達彦，小関支郎，森田達也．

「在宅に行くと寿命が短くなる」のか？ 第 18 回日本緩和医療学会学術大会；2013 Jun 21-22；横浜． 
14)  田辺公一，藤川泰永，澤田幸一郎，小関支郎，石黒 要，高島留美，雨宮陽子，菓子井達彦，森田達也，村上 望. 

在宅緩和ケア地域連携パスの有用性検証を目的としたインタビュー調査．第 18 回日本緩和医療学会学術大会；2013 
Jun 21-22；横浜． 

15)  林 直美，立田夏美，山本恵子，中屋留美，村崎善之，近岡伸悟，魚谷英之，菓子井達彦．当院緩和ケアチームへ

のコンサルテーションに関する満足度調査．第 18 回日本緩和医療学会学術大会；2013 Jun 21-22；横浜． 
16)  小林詩織，鈴木健介，猪又峰彦，徳井宏太郎，岡澤成佑，山田 徹，三輪敏郎，松井祥子，土岐善紀，仙田一貴，

峠 正義，菓子井達彦，野本博一，井村譲二，林 龍二，戸邉一之．自己免疫性溶血性貧血を合併した胸腺腫の一

例．第 68 回日本肺癌学会北陸支部会；2013 Jul 6；福井． 
17)  青山美穂，鈴木健介，猪又峰彦，徳井宏太郎，岡澤成佑，山田 徹，三輪敏郎，松井祥子，土岐善紀，仙田一貴，

峠 正義，菓子井達彦，野本博一，井村譲二，林 龍二，戸邉一之．前縦隔腫瘍との鑑別を要した甲状腺未分化癌

の一症例．第 68 回日本肺癌学会北陸支部会；2013 Jul 6；福井． 
18)  村上 望，澤田幸一郎，石黒 要，藤川泰永，高島留美，雨宮陽子，田辺公一，菓子井達彦，柴田和彦，森田達也. 

在宅緩和ケアにおける地域連携パス作成と運用の検討．第 51 回日本癌治療学会学術集会；2013 Oct 24-26；京都． 
19)  二日市有花，岡澤成祐，木戸敏喜，徳井宏太郎，小尾麻衣子，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏

郎，多喜博文，菓子井達彦，松井祥子，林 龍二，戸邉一之．ドセタキセル投与後に致命的な喀血，敗血症をきた

した肺扁平上皮癌の 1 例．第 71 回呼吸器合同北陸地方会；2013 Nov 9-10；富山． 
20)  島田清太郎，鈴木健介，猪又峰彦，徳井宏太郎，岡澤成祐，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，戸邉一之，菓子井達

彦，松井祥子．パゾパニブによる肺臓炎の 1 例．第 71 回呼吸器合同北陸地方会；2013 Nov 9-10；富山． 
21)  田辺公一．多種チーム協働のススメ－複数の医療チームに関わった経験から－．第 50 回日本医療薬学会公開シンポ

ジウム；2013 Nov 17；富山．（招待講演） 
22)  鈴木健介，猪又峰彦，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

松井祥子，菓子井達彦，戸邉一之．肺癌化学療法における副作用予測マーカーとしてのクレアチニン・シスタチン

C 比の有用性．第 54 回日本肺癌学会総会；2013 Nov 21-22；東京． 
23)  岡澤成祐，猪又峰彦，鈴木健介，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，松井祥子，菓子井達彦．当院におけるペメトレキセド関連薬剤性肺臓炎の検討．第 54 回日本肺癌学会総

会；2013 Nov 21-22；東京． 
24)  猪又峰彦，徳井宏太郎，岡澤成祐，高 千紘，神原健太，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，松井祥子，

戸邉一之，菓子井達彦．EGFR 遺伝子野生型・不明の未治療高齢者非扁平上皮癌に対するペメトレキセド単剤療法

の有効性と副作用の検討．第 54 回日本肺癌学会総会；2013 Nov 21-22；東京． 
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◆ その他 

1)  菓子井達彦．富山大学附属病院における治験・臨床試験への取り組み．第 4 回富山大学がん治療治験・臨床試験シ

ンポジウム；2013 Feb 2；富山． 
2)  菓子井達彦．肺扁平上皮癌の治療戦略．肺扁平上皮癌を考える会 in 富山；2013 Feb 19；富山． 
3)  菓子井達彦．富山大学附属病院におけるがん緩和医療の現状と将来．富山がん性疼痛治療研究会；2013 Mar 28；富

山． 
4)  菓子井達彦．多職種で行なうがんチーム医療．第 1 回富山県がんチーム医療研修会；2013 Mar 19；富山． 
5)  菓子井達彦．富山大学附属病院における緩和医療の現状と将来．富山がん性疼痛治療研究会；2013 Mar 28；富山． 
6)  田辺公一．チームで気を配ろう ランマークの副作用対策．ランマーク学術講演会；2013 Mar 29；富山． 
7)  鈴木健介，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，菓子井達彦，松井祥子．EGFR 遺伝子変異陰性非小細胞肺癌に対する Erlotinib による二次治療以降の検

討．第 35 回富山肺癌研究会；2013 Apr 3；富山． 
8)  菓子井達彦．NSCLC の遺伝子変異検査体制～各施設の現状と未来を見据えて～． Lung Cancer Symposium in 

Nagoya；2013 Apr 27；愛知． 
9)  田辺公一．知っ得テスト No25：検査値，解説．Clin Pharmacist．2013；5(1)：88-9, 99． 
10)  田辺公一．知っ得テスト No26：検査値，解説．Clin Pharmacist．2013；5(2)：180-1, 199． 
11)  田辺公一．知っ得テスト No27：検査値，解説．Clin Pharmacist．2013；5(3)：280-1, 297． 
12)  田辺公一．知っ得テスト No28：検査値，解説．Clin Pharmacist．2013；5(4)：386-7, 403． 
13)  田辺公一．知っ得テスト No29：検査値，解説．Clin Pharmacist．2013；5(5)：481-2, 499． 
14)  田辺公一．知っ得テスト No30：検査値，解説．Clin Pharmacist．2013；5(6)：598-9, 615, 618-9． 
15)  菓子井達彦．病気のシグナルⅢ最新のがん治療①．北日本新聞（朝刊）．2013 Jun 26：特集:11. 
16)  菓子井達彦．病気のシグナルⅡがんの予防①．北日本新聞（朝刊）．2013 Jul 4：特集：11． 
17)  菓子井達彦．病気のシグナルⅢ最新のがん治療⑭．北日本新聞（朝刊）．2013 Oct 9：特集：15． 
18)  田辺公一．研究戦略 YAKU 学 No.56：研究現場から臨床へ．薬事日報（第 11353 号）．2013 Nov 20：特集：8． 
19)  菓子井達彦．今知ってほしい肺がんのこと．富山市民公開講座「がん治療の最前線」；2013 Dec 1；富山． 
20)  田辺公一．終末期がん患者に対する緩和ケア．平成 25 年度第 5 回ナースプラクティショナー的ナース養成講習会；

2013 Dec 12；富山． 
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